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　一32－　133xeによる脳のFunctional　Imagin9　に

関する基礎的研究

　　　三重人　放

　　　　○前田寿登，中川　毅，山口信夫，田口光雄

　　　同　外科

　　　　　山本義介，鏡　友雄

　ga㎜a　camera及びon－1ine　computer　systemを利用

した1：BXeによる脳のfunctional　i皿agingを試み，その

処理に対する基礎的検討を行なったのでここに報告す
る。

　3～5mCiのiss　Xeを頸動脈内に急速注入し，30．000

hole　collimator装着東芝製㏄A－202型ga㎜a　camera

及びon－1ine　computer　sys　temにてdataを検出，収集

した。収集は64×64matrixで10秒毎，合計120fralne

，20分間行なった。収集後，各sequential　dataを

smoothingし，各単位領域毎のtime－activity　culve

　〔wash　out　curve）について下記の方法によるそれぞれ

のrCBFをparameterとして算出し、それぞれの画像を

calibration　dotと共Va　CRr上に表示させ，ポラロイ

ド写真に記録した。

　（a）Height／Area法（rCBF　i　o）

（b）2ntinutes　f1・w・t・dy（・CBFi。iti。1）

（・）2・・mPartme・・an・・y・i・（「CBFgray’・CBF。hit。）

　これらの方法はscintillation　detectorを用いて得

られたwash　out　curveから局所脳血流量を求めるのに

従来から広く用いられており，すでに確立された方法

であると考えられる。

　各parameterのfunctional　iinagingにおける適切な

comPuter処理条件を求める為に，sequential　dataの

time　base及びsmoothing回数等を変化させ，それに

よって得られる各functional　irnageの画質について検

討した。又各Parameterによるfunctional　imagingの

際，同時にそれぞれのfunctional　imageに対して，単

位領域毎のstandard　deviationを算出し，いわゆる
”Standard　Deviation　Map”を作成し，各functional

imageの信頼性に対する検討を行なった。

　以上の検討によって選択した至適処理条件下では，

それぞれ統計的変動が少なく，かつ優れた画質を有す

るfunctional　imageが得られた。本法は任意の場所に

おける脳血流量に関する情報が1枚の画像上に得られ

る点で、従来のscintillation　detector，あるいは

ROI選択によるwash　out　curveの解析よりも優れ，

演算時間（約3分）も短かく，日常検査に有用である

と考えられる。

一33一　電算機による脳スキヤン計量診断の即時化

　　　金大　核

　　　　○前田敏男，森厚文，小林真，

　　　　　利波紀久，久田欣一

　　　金沢医短大

　　　　　小島一彦

　　　徳大　放

　　　　　渡辺紀昭

　外来診療に電算機（TOSBAC　40　C）を使用する

機会に恵まれ，脳スキヤンの計量診断をreal　timeで

行なう事が可能となつたので報告する。

　入力情報として患者氏名やスキヤン方法等を記入す

るマークカードと．脳スキヤン所見を記入するマーク

カードの2枚を一組として用いる。カードの各パラメ

ータそ黒の鉛筆でぬりつぶして情報を記入する。脳ス

キヤン所見カードには異常R工集積の数，部位，形態，

濃度等の15項目をもうけ，各々をさらに数段階に評

価し全体として86のパラメーL・タを用いている。

　電算機のディスクには，内部標本について計算した

各パラメータごとの疾患別出現頻度及び各疾患の出現

を示す密度係数が記憶させてある。外部標本として2

枚一組のカードを何組でもマークカード読取機にセツ

トすれば，各々のカードに記入された情報はデイスク

メモリー上の内部標本の結果と対比されながら尤度法

で計量診断され，尤度の高い順に3つの診断名が患者

氏名やスキヤン所見と共に脳スキヤン返書にタイプさ

れる。カードセットから返書が作製されるに要する時

間は2分以内である。又，確定診断のついた症例はい

つでも内部標本として加えたり，逆に不必要となつた

内部標本を取消したりする事も可能である。

　内部標本として当初は1965年9月からユ974年4月

までのスキヤン陽性例（ほとんどスキヤナーによる）

のうち，頭蓋内疾患名の確定した236症例を用いた。

この内部標本についての電算機によるoveralユaccu－

ra（tyは，1位での正解は77％であり3位までに正解

がある場合は95％であつた。1974年5月から1975年

ユ2月までのシンチカメラ像で異常を認め確診のついた

74例を外部標本として電算機診断を得たところ，1位

での正解は67・6％で3位までの正解は81L2％であつた。

今回の結果は，組織診断名レベルでの適中を正解とし

ているため当然稀な疾患では診断率が悪いが，全体と

しては満足のいく結果が得られたo外部標本はスキヤ

ン方法が内部標本と異なるため診断率は少し低下した。

現在はこれらの外部標本も内部標本に加えて，外来の

脳スキヤン診断に利用している。

　今後症例数を積重ね，さらにRエアンギオや他のR工

検査のパラメーターの追加及びプログラムの改良を行

なう事により本法による診断率は上昇するものと思わ

れるo
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